
和
泉
市
立
病
院
は
、
医

師
不
足
等
に
よ
り
救
急

受
け
入
れ
を
停
止
し
て

お
り
ま
し
た
。
ま
た
こ

れ
ま
で
の
施
設
が
老
朽

化
し
て
、
部
分
的
に
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
影
響
も
あ
り

経
営
が
悪
化
し
て
一
般

会
計
よ
り
多
額
の
資
金

を
投
入
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
２
６
年
度

よ
り
指
定
管
理
者
制
度

に
移
行
し
て
、
公
立
民
営
の
病
院
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と

に
、
現
在
医
療
法
人
徳
洲
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
、
実
質

病
院
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
徐
々
に
医
師
数
も
増
え
、

患
者
数
も
増
え
て
き
て
お
り
、
ま
た
救
急
も
一
部
再
開
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
全
面
的
に
救
急
を
受
け
入
れ
る
方
向
で
努

力
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
状
況
で
、
以
前
よ
り
建
て
替
え
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
基
本
設
計
業
者
を
入
札
で
決
定
し
、
そ
の
後

外
部
委
員
も
含
め
病
院
の
建
て
替
え
に
向
け
て
で
き
る
だ
け

経
費
も
節
減
し
て
い
く
方
法
を
検
討
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ュ

ル
ド
方
式
で
業
者
を
昨
年
末
に
、
清
水

建
設
に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

ほ
ど
４
月
５
日
の
午
前
十
時
か
ら
建
設

地
で
あ
る
市
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

起
工
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
病
院
は

隣
接
す
る
槇
尾
川
公
園
と
一
体
的
に
整

備
す
る
形
で
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
パ
ー
ク
」

と
し
て
、
平
成
３
０
年
の
春
４
月
の
開

院
を
目
指
し
て

今
後
工
事
が
進
め
ら
れ

ま
す
。
工
事
の
無
事
故
と
予
定
通
り
開

院
で
き
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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◎

就
職
困
難
者

支
援
事
業
に
つ

い
て

問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
持
っ
て
い
る
求
人
情
報

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
提
供
頂
き
、
市
民
の
方

に
対
し
情
報
提
供
し
て
就
労
支
援
を
行
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
そ
の
実
績
に
つ
い
て
？

答
弁

求
職
者
に
対
し
よ
り
多
く
の
幅
広
い
求

人
情
報
の
提
供
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平

成
２
６
年
９
月
か
ら
提
供
を
受
け
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
を
活
用
し
た
本
年
度
の
実
績

は
本
年
２
月
現
在
で
１
１
２
人
の
方
を
紹
介
し
、

２
７
人
が
就
職
し
た
。

問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
言
っ
て
閲
覧
す
る
の
と

全
く
同
じ
件
数
が
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
？

答
弁

求
人
事
業
主
の
方
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
人
票
を
提
出
す
る
と
き
に
、
地
方
公
共
団
体

等
へ
の
情
報
提
供
を
了
承
し
て
い
る
場
合
に
限

ら
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
６
割
程
度
の
約
５
万
件

の
情
報
提
供
と
な
っ
て
い
る
。

問

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対
策
に
つ
い
て
、
本
年
３

月
か
ら
、
違
法
な
長
時
間
労
働
を
繰
り
返
し
て

公
表
さ
れ
た
企
業
に
つ
い
て
は
、
新
卒
（
高
校
、

大
学
等
）
募
集
企
業
の
求
人
を
不
受
理
と
す
る

と
報
道
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
和
泉
市
で
は
、

無
料
職
業
紹
介
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
不
受
理
と
な
っ
た
企
業

か
ら
求
人
票
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
は
？

答
弁

本
新
卒
（
高
校
、
大
学
等
）
募
集
企
業

の
求
人
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
み
の

取
り
扱
い
と
な
り
、
地
方
公
共
団
体
で
は
、
取

り
扱
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

一
般
求
人
に
つ
い
て
は
違
法
な
長
時
間
労
働
を

繰
り
返
し
て
公
表
或
い
は
送
検
さ
れ
た
企
業
に

つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大
津
で
は
、
受

付
は
す
る
が
市
民
に
は
公
表
せ
ず
、
違
反
期
間

が
過
ぎ
る
ま
で
保
留
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
和
泉
市
に
お
き
ま
し
て
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
泉
大
津
と
の
情
報
交
換
を
密
に
し
、
同
様
の

取
り
扱
い
と
し
て
参
り
た
い
。

要
望

紹
介
さ
れ
就
職
が
出
来
た
方
を
、
違
法

な
長
時
間
労
働
を
繰
り
返
し
た
り
し
て
若
者
を

使
い
捨
て
る
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
ら
の

求
人
を
排
除
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
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主張 奨学金制度 政府は「給付型」の詳細詰めよ

学生の卒業後の所得に応じて月々の返還額が変わる「所得連動返還型奨学金」が、来年4月以
降に新たに奨学金を借りる人から導入される。学生は入学後、大学窓口などで無利子奨学金を
借りる手続きをする際、従来の「定額返還型」か新たな「所得連動返還型」かを選べるように
なる。

従来の定額返還型は、年収が300万円以下の場合ならば返還が最長で10年猶予される制度が
あるものの、原則は月に一律1万4400円（貸与総額260万円の一般的なケース）を支払わな
ければいけない。所得連動返還型では返還猶予制度を維持しつつ、月の返還額が最低で2000
円まで引き下げられる。

日本学生支援機構から奨学金を借りている人は130万～140万人台で推移しており、全学生
のほぼ半数が利用している計算になる。しかし、卒業しても希望する働き先が見つからなかっ
たり、低賃金の非正規労働のため返還に困る人は少なくない。奨学金の返還を3カ月以上延滞
している人は17万3000人（14年度）に上る。返還状況は厳しいが、返還を理由に進学を諦
める人が増えることがあってはなるまい。

今後は、公明党が一貫して主張している、返還の必要がない給付型奨学金の創設が必要ではな
いか。経済協力開発機構（OECD）加盟34カ国の中で、国公立大学の授業料が高めに設定さ
れているのに、国による給付型奨学金がないのは日本だけだ。

この点について、安倍晋三首相が3月29日、給付型奨学金の創設を検討する考えを明らかに
したことは評価に値する。苦しい財政状況ではあるが、政府は早急に制度の詳細を詰めてもら
いたい。公明党も一層力を入れる構えだ。石田祝稔政務調査会長は「党として奨学金に特化し
た検討の場を設ける必要がある」との考えを示した。

また、首相は無利子奨学金の拡充にも言及した。16年度予算では無利子奨学金枠を1万4000
人分増やしたが、これもさらに進めてもらいたい。すでに卒業した人への支援も欠かせない。
まずは所得連動返還型の仕組みを既卒者などにも適用してはどうか。誰もが安心して学べる環
境をつくるため、知恵を絞りたい。

公明新聞：2016年4月1日（金）付

地域活性化に向け高島屋泉北店と包括連携協定を締結
高島屋泉北店が自治体と連携をするのは初

和泉市と高島屋泉北店は、4月2日（土曜日）それぞれの協力・協働を通して地域社会の活性化と発展を目的に包

括連携を締結しました。

協定の内容は、産業振興、和泉市内特産品の販売促進、シティプロモーション及びふるさと納税の推進、人材育

成などで、本市が百貨店と協定を結ぶのは初めてで、高島屋泉北店も自治体と協定を結ぶのは和泉市が初となり

ます。

本協定の最初の取り組みとしては、ふるさと納税の連携を進めており、和泉市にふるさと納税をされた人への記

念品を高島屋泉北店が提案し、市で6月に拡充を予定しています。 （和泉市ホームページより）


